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「介護」をテーマにした共育セミナー 
「市民活動グループ ごきげんカンパニー」は、介護専門家だけでなく、さま 

ざまな知識や経験のある方が集まって「ごちゃ混ぜ」で行っており、色々な視点 

から介護を支えることは、新しい気づきや発見があり凄くいいと思いました。 

田中かおりさんの介護は、元気で働いていたお父様が、脚立から転落したこ 

とにより突然はじまりました。私は、介護は、高齢になり段々と必要になる 

と思っていましたので、突然始まる場合もあることを学びました。多くの方が、 

介護は先のことと思い、何も準備をされない人が多いと思いますが、救急時の家族 

等の連絡先などの命を繋ぐ情報をまとめた「繋ぐノート」の必要性、また相続の相 

談などの「繋ぐグループ」として行っている活動などもご紹介していた 

だきました。 

セミナーには、高校生も参加してくれて、若い世代が介護について学ぶ機会ともなりました。参加さ

れたみなさんに感想のアンケートからの抜粋を以下の以下に記します。 

〇ありがとうございました。大変ためになり勉強し 

ました。突然の環境変化に対応できない自分の現状 

がよく分かりました。早速やらなくては！自分のた 

めにも周りの人たちのためにも。〇ご自分の体験を 

こまかく話して頂き、本当によかったです。また相 

続のことなどでもお聞きしたいと感じました。あり 

がとうございました。〇公共のサービスが財政難や 

人材不足で十分に機能していない中、民間の活力の 

重要性がよくわかりました。〇祖父がグループホー 

ムに入っており、母は介護士のなので介護は非常に身近な話だったので、 

学びになった。〇相談できるということを理解できてよかったです。   白井 博 

 

 

  

           

１月の展示コーナー 

市民交流スペース内の「展示コーナー」では、個人・団体の活動の紹介や作

品展を行うことができます。申込み方法については、大和市民活動センターま

でお問い合わせください。 
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 第 114回 共育セミナー 開催報告 

家族だけで抱えなくていい、支えあう「介護」を一緒

に考えませんか！ 
  市民活動グループ ごきげんカンパニー代表 田中 かおりさん 

 
「市民活動グループ ごきげんカンパニー」 代表 

田中かおり さんを お招きしての 第 114 回 共育セ

ミナーが 1 月 24 日（土）大和市民活動センターに

て行われれました。 

介護の関係者、近所の老人会や 柏木学園高等学

校からも参加して 老若男女の交流の場となりまし

た。大和市市民活動推進補助金事業の団体でもあり

ますので 再会を喜び 親しく声を掛けあう会場とも

なりました。田中さん自身、ご家族の介護に直面、

家族介護者（ケアラー）への支援の必要性を痛感 

し、「家族の介護でつぶれる人をなくしたい」思いを活動に繋げています。「他人事ではありませ

ん。あなた方がいきなり“介護者”となるのですよ！」「介護を家族だけで抱え込まない様に！抱え

込んではダメ！」から始まり、今でも頭の中に残るのは 

「介護の当事者になってみなければ分からないと思いま 

す！」の痛烈な言葉…きれい事ばかりで言って、何の心 

構えもしてない自分を恥ずかしく思いました。 

情報提供、健康・看護・財産手続きや 執行事業、そし 

て有資格者など専門ルートへの繋がりなど、内容は豊富 

でした。家族と疎遠で頼る方のいない老人に対して 真剣 

になって手を差し伸べている田中さんの働きが益々広が 

っていくことを願い、また自分に振り返って 手の付く事 

から少しでもやり始め、手遅れになってはならないと思 

います。                                             望月 則男 

防災食リメイククッキング 
（市民交流カフェにて開催） 

 

 

 

 

これまで私は自治会の防災訓練で豚汁を作り、アルファ米を戻し

て炊き出し訓練をしてきました。家では缶詰やレトルト食品を用意

して、ローリングストックを心がけています。そういった備えもあ

って保存期限間近のものを使うリメイククッキングかと思い込んで

いましたが、違っていました。 
 

今日、NPO法人まちのかぜの古賀さんが用意してくださったのは、

全く別世界の防災食でした。被災後自宅から避難所生活を余儀なく

される方がいます。電気が復旧し、炊飯器やホットプレートが使え

るようになったら、みんなで一緒にクッキングできるので、日頃か

ら、防災食を使いなれ、食べなれておく必要があると古賀さんは話

されました。 

この日は、炊飯器で蒸しケーキを作る、硬いクッキーを砕いてデ

ザートを作る、ホットプレートで餃子の皮を焼き、リゾットをサン

ドする。小学生達は喜んでお菓子作りに参加していました。避難所

が明るくなればいいなと思いました。 
 

2 月にも行いますので、今回体験で 

きなかった人も足をお運びください。 

関根孝子 

2/18 水 15：00～17：30 

市民交流スペース 

防災食 リメイククッキング 

＜ハンバーガー・カレーピラフタコス＞ 

 

やまと国際オペラ協会  
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市民交流カフェ みんな卒業、進級おめでとう 特別編開催 

紙芝居師 もっちい（望月晶子）さんと 

南林間で再会 南林間チャンドラ・スーリヤ

にて紙芝居公演!! 

１月２４日（土）、共育セミナー終了後、南林間にある「チャンド
ラ・スーリヤ」というネパール薬膳料理のお店に、2021 年 12 月号
「先駆の人を訪ねて」の第 3 回で紹介させていただいた、もっちい
さんの公演を観た。 
チャンドラ・スーリヤは、エスニックな、ほんわかとした不思議

な空気感があり、ライブも行われているが、もっちいさんは初来
店。この日は、沖縄、アイヌ、そして「鞍馬天狗」の 3 本立て。普
段のオリジナル作品で、バルーンアートと共に所狭しと駆け回る作
品ではなかったが、公演作品の作者の想いを大切にするとともに、
日本の紙芝居を生業とした人たちのお話も聞けた楽しい時間でし
た。この日は公演前のオープンマイクの時間も楽しかったのです
が、茅ヶ崎で出会ったことのある「県立瀬谷支援学校大和東分教
室」にルーツのある２人ユニットの境川の環境問題も盛り込んだラ
ップなども聞けて、共生していくことの大切さを考えるときとなり
ました。 

文と写真 船越英一 

協会設立１０周年記念 NEWYEAR OPERA GALA CONCERT 無事終演です 

スピーカー（講師）の田中
かおりさんは、自身のお父
様の介護を行う中で、お父
様を大切に思うがあまり、
精神的にも肉体的にも 大
変辛い思いをされました。
その経験から、「市民活動
グループ ごきげんカンパ
ニー」を立ちあげその代表
として様々な介護支援の活
動をされています。 

           みんなに、市民交流カフェとして、市

民交流スペースを自由な空間として、

第１土曜日と、第３水曜日の午後に自

由に使ってもらい、ドリンクを提供し

ていますが、３月１８日は、今年度最

後の「カフェ」 

            いつもは、ゲームに熱中しているみ

んなが多いけど、この日はアナログ的

なボードゲームを中心に、ちょっと周

りのみんなにも目を向けて、卒業をお

祝いして、不安な心をちょっとお話す 

る場になればと思います。みんな気軽に飲みに来てね！ 

そしていつもよりちょっと、知らない人とも話そうね。 

● 日時 ３月１８日（水）１５時から１７時３０分まで 

 


